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科 目 名

担 当 者 内藤知美

事前、あるい
は並行して学
ぶべき内容

文献リスト

その他履修に
必要な学習

現代社会における「子ども」や「保育」を取り巻く問題について情報収集をする
とともに、自分自身の問題意識を形成すること。

【予備学習ガイド】

保育学特論

「保育学特論」の授業を履修するために、子どもの「学び」や「育ち」について
論じられた文献や、保育にかかわる基礎文献を読み、理解しておくこと。

①泉千勢『なぜ世界の幼児教育・保育を学ぶのか』ミネルヴァ書房，2017年
②大場幸夫『こどもの傍らにあることの意味』萌文書林，2007年
③佐伯胖『「学ぶ」ということの意味』岩波書店，1995年
④佐伯胖『「わかる」ということの意味〔新版〕』岩波書店，1995年
⑤佐伯胖『幼児教育へのいざない―円熟した保育者になるために―〔増補改訂版〕』
東京大学出版会，2014年
⑥清水博『場の思想』東京大学出版会，2003年
⑦津守真『保育の一日とその周辺』フレーベル館，1989年
⑧津守真『保育者の地平―私的体験から普遍に向けて―』ミネルヴァ書房，1997年
⑨津守真・森上史朗編『倉橋惣三と現代保育』フレーベル館，2008年
⑩高嶋景子・砂上史子・森上史郎編『子ども理解と援助』ミネルヴァ書房,2011年
⑪マーガレット・カー著大宮勇雄・鈴木佐喜子訳『保育の場で子どもの学びをアセスメン
トする』ひとなる書房,2013年
⑫山岸俊男『信頼の構造―こころと社会の進化ゲーム』東京大学出版会，1998年
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期末

開 講 期 1・２年次

科 目 名 子ども思想史特論

担 当 者 石橋　哲成

ペスタロッチーにおける子ども観の成立過程

授業の概要

　「子ども」という存在は、教育思想史の中でどのように捉えられていたのであろうか。本講で
は、ヨーロッパ中世における子ども観を最初に取り上げ、その後ルネッサンス期を経て、近世に
おいて子どもがどのように捉え直されるようになったのかを見ていく。今日の子ども観の先駆け
となったのは、ルソーであった。ルソーが「子どもの発見者」と言われる所以である。その後ル
ソーの影響を強く受けた、ペスタロッチー、さらに「幼稚園」の創立者となったフレーベルや
「子どもの家」を創立したモンテッソーリが現れた。それぞれがどのような境遇の中で、どのよ
うな子ども観を獲得していったのかを考察する。

授業のねらい
・到達目標

１．ヨーロッパ中世の子ども観はどのようなものであり、それに対して、ルソー、ペスタロッ
チー、フレーベル、モンテッソーリは、どのような子ども観を獲得していったのかを理解する。
２．その理解の上に立って、受講者各自も自らの子ども観を確固たるものにしていくこと。

授業の方法・授業計画

イントロダクション　―　子ども思想史を学ぶ意味

ヨーロッパ中世における人間観・子ども観

ルネッサンス期における人間観・子ども観

近世における子ども観の概観

ルソーにおける子ども観の成立過程

ルソーにおける子ども観と教育観

評価方法
及び評価基準

授業内で提出する数回の小レポート（50%）及び研究発表（50%）を基にして評価する。

ペスタロッチーにおける子ども観と教育観

フレーベルにおける子ども観の成立過程

フレーベルにおける子ども観と教育観

モンテッソーリにおける子ども観と教育観

西洋の新教育運動における子ども観と教育観

シュタイナーにおける子ども観と教育観

ランゲフェルトにおける「子ども人間学」

受講生による研究発表：子ども思想史と幼児教育

授業に関する
連　絡

授業は原則として講義形式で行うが、途中で演習形式でも行う。

事前・事後
学習の内容

予習をして授業に臨むこと。また、授業の振り返りを十分にして次回の授業の準備をすること。

履修上の注意 授業内の議論に対する積極的な参加を求める。

テキスト 事前に授業資料を配布する。

参考文献

ルソー著/今野一雄訳『エミール（上）』/岩波書店/2012（第８０刷）

ペスタロッチー著/前原・石橋共訳『ゲルトルート教育法・シュタンツ便り』/玉川大学出版部

フレーベル著/小原國芳訳『人の教育』（『フレーベル全集第２巻』）/玉川大学出版部
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